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第７５回北海道理学療法士学術大会
参加登録開始のご案内

テ ー マ／継承と進化
開催形式／対面開催［アーカイブ配信（双方向性）でのポイント申請を予定］
日　　時／2024年11月30日（土）～12月1日（日）
会　　場／苫小牧市民会館

◎クレジットカード払い／～11月24日
◎現金振込／～11月5日（11月16日振込期限） 

第75回北海道理学療法士学術大会　大会長 森田 　学

※アーカイブ配信希望者も必ず事前参加登録を行ってください。
入会年数によってセミナー番号が違いますのでご注意ください。

事前参加登録

セミナー番号
130286
セミナー番号
130284入会2年目以降

入 会 1 年 目

　2024年6月2日（日）札幌市円山陸上競技場にて第24回札幌市障がい者スポーツ大会
「すずらんピック」が行われました。すずらんピックは個人競技としては卓球・アーチェリー・陸上競技・
水泳・ボッチャ・フライングディスク・ボウリング、団体競技としてはバスケットボール（知的）が
行われています。今回、私たちは陸上競技大会にてトレーナーブースを設置し活動してきました
ので報告をしたいと思います。
　理学療法士6名体制で対応しました。最初にテントを設置し、ベンチやクッションなどを配置
して、トレーナーブースを作成して対応しました。気温は21℃、快晴の中、時折吹き荒れる強風で
テントが飛ぶか心配でしたが、何とか最後まで持ちこたえたようです。

参加した選手は身体障害30名、知的障害90名でトレーナーブースを利用した方は21名でした。
　圧倒的に多かったのが下腿と大腿後面の痛みやタイトネスでした。コンディショニングとしてはストレッチ
に始まり、テーピングなど多岐に渡りました。日常的に運動習慣がない、あるいはウオーミングアップやクー
ルダウンにおいて知識や情報が不足していて困っていたという声も聞かれました。
　今回の活動にて改めてパラスポーツにおいてのPT/AT介入のニーズの高さを感じると共に、この
ような活動の経験を通した後進育成の重要さも再認識できました。これを踏まえて障がい者スポーツ
指導者協議会事業ではありますが、冬季に研修会を行う予定です。内容としてはより現場で役立つもの
をと考えております。確定次第情報をシェアしていきますので今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

活動報告

札幌市障がい者スポーツ大会
すずらんピックでのPTサポート

NTT東日本札幌病院 楢舘 強拓



日本理学療法士協会 協会賞を受賞して

受賞報告

　去る6月2日、日本理学療法士協会定時総会にて、協会賞を受賞させて頂きました。協会賞は協会活動ばかりではなく協力団体である
都道府県士会活動も含めての活動を評価されるものでありますが、この栄誉ある賞を受賞できたのも北海道理学療法士会の会員の皆様の
お力添えがあってのものであり、全ての士会員の皆様方に感謝申し上げます。
　昭和55年に理学療法士免許を取得し、北海道で仕事を始めたころの会員は70名ほどであったと記憶しております。初めての就業先である
登別厚生年金病院（現JCHO登別病院）の今は亡き池内技師長はじめ、諸先輩方からは、医療人である前に人として患者さんや仲間と向き

合うことの重要性を説かれ、元会長である福田修先生はじめ北海道理学療法士会の役員
諸氏からは自己研鑽と仕事への向き合い方を学ばせていただきました。また、現群馬パース
大学教授の高橋正明先生からは、ライフステージに応じた働き方など当時としては先進的な
考え方など多くのことを学ばせていただきました。このような素晴らしい先輩方に恵まれた
ばかりではなく、実習で訪れてくれた後輩たちや士会活動で苦労を共にした仲間たちにも
多くを教えられ、今の自分があると感謝申し上げます。
　なりたい自分を目指して自分のペースで学ぶ多様性の世の中になりましたが、決して軸足
をずらすことなく、全ての会員が道民から信頼される理学療法士であり続けることを願い
つつ、北海道理学療法士会の益々のご発展を祈念申し上げます。

湯元 　均

　北海道上川郡鷹栖町は旭川市の隣町で人口約6500人の小さな町です。私たちは、理学療法士（以下、PT）の知識を活かして町民の健康
増進のために活動するという理念のもと、鷹栖町在住のPT3名で「Tptティプト」という任意団体を設立しました。
　Tptティプトの活動第一弾として、令和2年度より子どもたちの足を守るため「浮き趾（うきゆび）の調査」を開始し、今年度で4年が経とうと
しています。浮き趾とは足の趾が床面と接地していない状態を指しており、外遊び量の減少や合わない靴を履くことが原因といわれています。
鷹栖町の保育園および認定こども園に通っている３～6歳の子どもたちを対象に、ピドスコープという機器を使用して足裏の形態計測を行って
います。調査初年度には80％以上の子どもたちに浮き趾がみられていましたが、令和6年度には67.8％まで減少するなど、少しずつ成果が

出始めています。また、足裏の形態計測の結果を保護者に個別的にフィードバックすること
で、靴の選び方や姿勢についての知識を深めてもらいたいと考えています。
　今回、この継続的な取り組みが評価され、運動器の健康・日本賞「奨励賞」を受賞すること
ができました。運動器の健康・日本賞は「運動器の健康・日本協会」が日本全国各地で行われ
ている各団体・機関および個人の運動器の健康増進活動の最も独創的かつ優れた活動を
顕彰しているものです。私たちの活動がこのように高く評価され、広く多くの方に知っていた
だけたことを本当に嬉しく思っています。この活動にご協力いただいた保育施設や鷹栖町
役場の皆様、そして子どもたちに心から感謝しています。今後も仲間を増やし活動の幅を拡げ
ながら、鷹栖町民の健康に寄与していきたいです。

運動器の健康・日本賞「奨励賞」を受賞して
Tptティプト 森山メモリアル病院指定訪問リハビリテーション事業所福祉村サテライト出張所

大河原 七生



北海道理学療法士会メルマガ配信について
　日頃より本会の事業に対して、ご理解とご協力をいただき誠にありがとうございます。
北海道理学療法士会では、協会マイページにて「士会メルマガ配信希望」にチェックが入っている会員のメールアドレスへ配信を
行っておりますので、ご自身のメルマガ配信希望の設定をご確認いただきますようお願い申し上げます。

◆メルマガ配信希望（士会メルマガ）設定箇所◆
マイページ ＞ 登録内容の変更・確認 ＞ 本人情報の確認・更新 ＞ その他 ＞ メルマガ配信のご希望

◆北海道理学療法士会メルマガとは◆

※また、メルマガ配信メールアドレス「office@pt-hokkaido.jp」からのメールが受信できるよう、
ご自身のメールアドレスの受信設定もご確認ください。

当会ホームページに掲載できない他団体主催の研修会等の情報を中心に配信しております。なお、配信は不定期です。

2 年会費納入
年会費領収書

1
○異動（休退会を含む）が生じ次第、速やかに協会マイページより、変更手続きをお願い致します。
※マイページID、PW 紛失の場合は、日本理学療法士協会  TEL： 03-6804-1421  へ申請願います。

○ご結婚等で改姓をされた際の免許の書き換えは、お住まいの地区の保健所又は保健センターでの手続きとなります。

○日本理学療法士協会マイページより領収書の取得ができます。
出力方法：マイページログイン→お支払い管理→お支払い履歴・領収書発行

○年度開始前の3月末までに納入が無かった場合、4月より会員権利全面停止となり、6月末までに納入がなかった場合、
会員資格喪失により退会となります。（退会の場合、生涯学習履歴は全て無効となり、復会しても履修履歴は戻りません。）
詳細は、右記QRコードより日本理学療法士協会HPをご確認ください。

○納入手続きは、納入漏れや送金手数料が不要のクレジットカードを推奨致します。
　詳細については、日本理学療法士協会へお問い合わせ下さい。（TEL：03-6804-1421）

異動・住所変更
改姓・転出入 等

3

4

慶弔関連

その他

【会費納入について】

①依頼者氏名・会員番号　②本人氏名（女性会員の結婚の場合は旧姓）・本人会員番号　③日時　 ④会場・住所・TEL
上記4点を記載し、事務局までメールにてご連絡下さい。 office@pt-hokkaido.jp

●慶事：会員の結婚 〈ご披露宴に祝電をお届け致します。〉

①依頼者氏名・会員番号
②亡くなられた方の氏名
1：会員本人の場合
・会員氏名 ○○　○○、会員番号 ○○○○○○○○

　2：会員の配偶者及び一親等までのご家族の場合
・亡くなられた方の氏名 ○○　○○、続柄（実父・義母 等）
・会員氏名 ○○　○○、会員番号 ○○○○○○○○

③日時（お通夜・告別式）
④会場・住所・TEL
⑤喪主氏名・続柄
（亡くなられた方との続柄。妻・長男等）
⑥会員周知対応可否

●弔事：会員本人、配偶者及び一親等までのご家族についてのご不幸 〈弔意を表します。〉

【年会費領収書について】

事務局からのお知らせ

○登録理学療法士制度が開始となった2022年4月1日に旧新人教育プログラム修了者は登録理学療法士となりましたが、2026
年　12月31日までに50ポイントを取得し、更新時研修を受講いただく必要があります。

○ポイントの取得状況については、協会マイページの生涯学習管理内、履修状況確認より各自でご確認ください。
また、日本理学療法士協会HP「登録理学療法士制度について」ページから制度をご確認いただくことができます。
※カリキュラムコードが重複した講習会を受講した場合、先に受講（取得）したポイントが登録され、後に受講した分のポイントは加算
および上書きはされません。

※認定・専門理学療法士取得済の方で、登録理学療法士を更新しなかった場合は、認定・専門理学療法士も失効しますのでご注意ください。

●日本理学療法士協会　会員マイページ専用アプリについて

生涯学習制度の問い合わせフォーム登録理学療法士制度について

マイページにオートログインし、各メニューが利用できます。
協会、士会からのお知らせをプッシュ通知で受信することもできます。
ぜひインストールしてご利用ください。

会員マイページ専用アプリについて

日本理学療法士協会
HP



4年ぶりの対面での理学療法週間
事業を終えて 空知支部 社会部長 髙橋　智

　空知支部では介護予防・健康増進キャンペーンとして、感染対策を講じ
ながらの接触対応を基本とした事業展開を以下のように実施しました。
イオンスーパーセンター三笠店にて子どもロコモテストやShort

Physical Performance Battery（SPPB）を実施し、その後パンフ
レットを用いて個別に健康相談を行いました。
　また、空知支部にある温泉施設や滝川市立図書館等の公共施設に
おいて7月15日前後の約1か月間、リーフレット及びパンフレットを設置
し、一般の方々に啓蒙・啓発させていただきました。
　新型コロナウイルス感染症の影響で対面での事業展開が厳しく、4年
振りに一般の方々と対面して身体評価をする機会や他の職場で勤務して
いる理学療法士同士の交流を持つことが出来ました。今回参加した
スタッフの多くは初めて対面でのイベントを経験し、一般の方々へ説明
する難しさや楽しさを改めて感じた良い経験になったと思います。

　今後もこのような活動を通して対面での事業展開を充実しつつ、一般の方に理学療法を啓蒙・啓発し理学療法士を知っていただく
きっかけにすると共に会員の交流の場として展開していきたいと思いました。

空知支部

釧根支部理学療法週間事業報告
釧根支部 社会部長 中澤裕允

　釧根支部社会部では今年度の理学療法週間事業において7月６日（土）
に「釧路市民活動センターわっと」で介護予防教室と題してリーフレット
配布事業と運動相談を行いました。集客自体は多くはなく盛況とまでは
いきませんでしたが、釧根支部としてはコロナ禍以降初の対面での理学
療法週間事業だったので、開催できたことを素直に嬉しく感じました。この
リーフレット配布事業はコロナ禍において対面事業の開催中止が余儀なく
された時期に非接触型事業として空知支部が行っていた事業活動を参考
に当支部でも昨年度より導入しました。一人でも多くの一般市民の人に
リーフレットを手に取っていただき、各種運動への取り組みの促進と理学
療法士会の認知度の向上につながればと思います。来年度は開催場所や
周知方法をさらに工夫してより多くの人に啓蒙活動を行えるよう引き続き
取り組んでいきたいと思います。

釧根支部

理 学 療 法 週 間 事業報告



　当院では「理学療法の日」にあわせて7月8日～7月19日の日程で理学
療法週間イベントを開催しました。
　昨年度から地域の方々へ理学療法の仕事や役割について広く知って
もらうことと健康増進に寄与することをテーマに、病院正面玄関スペース
に専用ブースを設け、日本理学療法士協会発行の「理学療法ハンド
ブック」13種類を無料配布（設置型）するイベントを開催し、好評を得て
いました。今年度はさらに理学療法についてわかりやすく親近感を持って
もらえるように、同協会で作成された理学療法の仕事を紹介している動画
に当院の理学療法士が出演している動画を4分程度のショート動画に
編集し、繰り返しDVD放映する企画を昨年度のイベント内容に加えて
開催しました。

　日々の業務の中で人手が必要なイベントではどうしても労働力や収益面が懸念されますが、当院ではハンドブックをあらかじめ複数部
印刷し、就業前後でハンドブックの補充とDVDの電源をオンオフする簡易的な方法を取り入れたことで諸問題を解決し、長期間のイベントが
行えました。イベントには顔なじみの理学療法士の写真や動画を見るために訪れる方もおり、終了時には昨年度の約2倍となる1134部もの
ハンドブックを配布し、地域の高校生から高齢者の方々に喜んでもらえました。
　施設単位での理学療法週間イベントは、テーマが各地域の細部まで広く伝わりやすく理学療法士が慣れ親しみやすいものになります。
このような取り組みが全道各地へ広がり理学療法の社会的意義が高まることを願います。

当院の理学療法週間イベント
市立室蘭総合病院 八田 早智子

市立室蘭総合病院

リーフレットの新規作成とリニューアルを
行いました！ 広報部 部長 橋本 晃広

　広報部では理学療法週間イベントなどで配布する「運動と栄養」リーフレットを新規作成
し、「腰の健康維持に役立つ運動」リーフレットをリニューアルいたしました。今回のリーフ
レット2種は文章の作成からイラストの作成、内容のすべてを広報部で検討し作成しました。
構想から完成まで約半年、イラストの作成や掲載許諾など慣れない作業でしたが、広報部
一丸となって作成したので会員の皆様もぜひご覧ください。

広報部

・リーフレット名
・依頼者の氏名
・会員番号（会員外の方は記載不要です）
・主な使用目的

必要事項

・希望部数
・送付先住所
・連絡先電話番号

※在庫の都合上、ご希望に添えない場合はご了承ください

　リーフレットをご希望の方は事務局（office@pt-hokkaido.jp）まで、件名を
「リーフレット送付依頼」とし、本文に以下の必要事項を明記の上、メールにてお問
い合わせください。
※腰の健康に役立つ運動リーフレットにつきましては旧品がなくなり次第の配布とな
りますのでご了承ください。



北海道産業保健総合支援センターと
連携している
転倒災害・腰痛予防事業 職能局長 千葉 　恒

　この度、2024年3月16日付で北海道産業保健総合支援センター
（以下、産保センター）と健康保持増進に向けた取り組みとして包括
連携協定を締結し、4月より事業をスタートしました。
　この産保センターと連携して実施する「健康保持増進のための
職場訪問サービス」は、理学療法士が直接事業場へ訪問し、転倒・
腰痛等の労働災害防止のための健康測定や社内研修会等を行う
サービスです。派遣された理学療法士には産保センターから交通費
を含めた謝金が支払われます。
　このサービスを7月末時点で計4回実施しました。内容は企業を
訪問して各1回につき10～20名程度の参加者に対して体力テストを
行い、結果のフィードバックと個別に適した運動指導を行うもの
でした。実施中には「腰痛があるのですが、対応できますか？」など
参加者からの声も聞かれ、転倒災害や腰痛予防事業への期待も感じ
ました。
　道士会はこれまで企業とのつながりが薄かったため、この産保セン
ターとの取り組みで道内企業との繋がりを持てることは非常に有益
な機会だと考えています。職能局では、この繋がりから道内の理学
療法士が北海道で働く皆様の健康保持増進に今後どのように貢献
できるか、検討を続けていきたいと思います。
　現在、産保センターに登録されている理学療法士は4名。北海道の
広域な範囲をカバーするにはこの事業に参画していただける人員の
確保・育成が急務です。
　そのため、今年度下半期には本事業の人員確保と育成に関する
研修会を開催する予定です。本業を持ちながらこの活動に参画できる
方はもちろんのこと、フリーランスとして幅広く活動している方の
ご協力も頂ければと考えております。
　詳細がまとまりましたらホームページ等に案内を掲載しますので、
その際にはぜひご参加いただけますと幸いです。
　引き続きご支援・ご協力の程よろしくお願いいたします。

健康経営サポート事業のお知らせ｠
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掲載料金 ●A4 1ページ　 白黒印刷 ： 30,000円＋税
●A4 1/2ページ 白黒印刷 ： 15,000円＋税

掲載箇所

発刊時期

申込締切

お支払い方法

お申込み・
お問い合せ先

お申込み方法

1．北海道理学療法士会 会報誌「Northerner」（発行部数2,100部）
2．公益社団法人北海道理学療法士会ホームページ（会員メニュー＞求人広告）

2・6・9・11月
※ホームページへの掲載は、通常2～3か月間となり、期間が過ぎた場合は自動的に削除させていただきますので、
予めご了承願います。なお、掲載が不要となった場合は、ご連絡ください。

掲載された会報誌とともに、ご請求書を同封致します。
お手元に届き次第、お支払いいただきたくお願い申し上げます。

公益社団法人北海道理学療法士会 事務局
〒060-0807 札幌市北区北7条西6丁目1-4 北苑ビル2階
TEL：011-213-0301 FAX：011-213-0302  E-mail：office＠pt-hokkaido.jp

発刊前月の1日  締切後は次号ご掲載となります。

本会ホームページの各種申請書ダウンロードより「求人広告申込要項」を取得して、記載例を参考に作成し、事務
局までお申込ください。お申込を受信しましたら担当者より受領及び校正の連絡を致しますが、連絡が無い場合に
は事務局（TEL：011-213-0301）までお問い合わせください。なお、校正は原則1回とさせていただきます。
※原則として、フォントはMSゴシック体とし、指定ロゴ・写真・画像の追加、お取り扱いは致しておりませんので、
文字のみで作成をお願い致します。

※本会の都合により掲載できない場合がありますので、予めご了承願います。
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正賛助会員
キーウェアソリューションズ株式会社

学校法人淳心学園　北海道千歳リハビリテーション大学

学校法人都築教育学園　札幌医療リハビリ専門学校

学校法人鶴岡学園　北海道文教大学

学校法人西野学園

学校法人日本医療大学

学校法人東日本学園　北海道医療大学

学校法人北海道科学大学　北海道科学大学

学校法人吉田学園　専門学校北海道リハビリテーション大学校

公益社団法人函館市医師会　函館市医師会看護・リハビリテーション学院

副賛助会員
一般社団法人　北海道言語聴覚士会

公益社団法人　北海道作業療法士会

株式会社竹山

株式会社特殊衣料

矢崎化工株式会社　北海道支店

特定非営利法人HPT

アビリティーズ・ケアネット株式会社　札幌営業所

協賛企業
オージー技研株式会社　札幌営業所

酒井医療株式会社　札幌営業所

株式会社日本メディックス　札幌営業所

ミナト医科学株式会社　札幌営業所

株式会社ムトウ

皆様からの原稿を募集しております。
全道の会員へ報告したいこと、伝えたいことがありましたら
是非、下記アドレスまでご連絡ください。

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

広報部公式
Instagram

会員の皆様に役立つ情報を
お届けいたします。

フォローよろしくお願いいたします。




